











Respiratory reactance in forced oscillation technique reflects 
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 論文題名 
Respiratory reactance in forced oscillation technique reflects disease stage and 




特発性肺線維症(idiopathic pulmonary fibrosis；IPF)は、慢性進行性の経過をたどる予後 
不良な疾患である。本疾患の進行状態の評価には呼吸機能検査（pulmonary function test； 
PFT）が有用であるが、測定に努力を要するため、進行例については十分な結果を得られ 
ない可能性がある。一方、強制オシレーション法（forced oscillation technique；FOT） 
は安静呼吸で施行が可能であり、低肺機能の患者でも努力を必要とせずに検査を行うこと 
ができる。本研究では、IPF症例における PFTと FOTの測定値間の相関、疾患の進行に 
よる測定値の変化などを評価した。                                        
 
 研究方法   
札幌医科大学附属病院に通院中の IPF症例で、2012年 3月から 2017年 3月までに PFT、 




5Hzと 20Hzの呼吸抵抗 Rrs（R5、R20）、R5と R20の差（R5-R20）、5Hzのリアクタン 
ス Xrs（X5）、Xrsが 0となる周波数（共振周波数、Fres）、低周波数面積（ALX）を用い 
た。それぞれの項目において呼気と吸気の平均値（Whole breath）、呼気（Ex）、吸気（In）、 
呼気と吸気の差（Δ）を用いた。PFTと FOTの各測定値の相関、重症度（GAPモデル） 
との関係、経時的変化、努力性肺活量低下の予測因子を検討した。                                        
 
研究結果 
1) IPF群における FOTと PFTの関係では、Rrsでは R5、R20、R5-R20がそれぞれ VC、
FVC、FEV1 と相関を認めた。Xrs では X5、Fres、ALX がそれぞれ VC、%VC、
FVC、%FVC、FEV1と相関を認めた。特に、VC、%VC、FVC、%FVCと Xrsの吸
気成分においては相関係数が 0.5から 0.6と良好な相関がみられた。 
2) 症例を重症度別に GAP stage Ⅰ（n=47）と stage Ⅱ/Ⅲ（n=50）に分別し比較する
と、Xrsでは stage Ⅱ/Ⅲにおいて X5（Whole breath、In）が有意に低値、Fres（Whole 
breath、Ex、In）と ALX（Whole breath、In）が有意に高値であった。 
3) FOTを 2回以上施行した症例（n=41）の検討では、経過で X5（Whole breath、In）
は有意に低下し、Fres（Whole breath、Ex、In）と ALX（Whole breath、Ex、In）
は増加していた。 
4) 多変量解析の結果、X5 の吸気成分は 1 年間での努力性肺活量の 10%以上の低下と関





究では、PFTと FOT の関連について検討した。FOTの Xrsと FVCとの間に良好な相関
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本研究では、PFT と FOT の関連について検討した。FOT の Xrs と FVC との間に良好な
相関がみられた。病態が進展し FVCが低下するに伴い、Rrsよりも Xrsが有意な変化を示
した。また、PFT と FOT の測定値の相関からは、IPF の評価と経過観察には Xrs の特に
吸気成分が有用であると考えられた。多変量解析の結果からは、Xrsが 1年間における FVC
の 10%以上の低下と関連していることが示唆された。 
FOTのリアクタンス、特に吸気成分は IPFにおける拘束性換気障害や重症度の評価に有 
用であった。PFTの実施が困難な進行例においても、FOTにより疾患の状態を非侵襲的に
評価することが可能である。 
 
 
 
 
 
 
